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１ 総括 

１－１ 一般事項 

 

１－１－１ 工事名  

     北杜市議会システム更新工事 

 

１－１－２ 工事の目的 

本市議会の議場等に整備されている音響、マイク、カメラ及び制御機器等の議会シス

テムの老朽化に伴う議会運営上の事故等を防止するため、更新工事を行う。 

 

１－１－３ 発注者 

北杜市（議会事務局） 

 

１－１－４ 工期 

     契約締結の翌日から令和７年１１月２０日まで 

※ただし、動作確認及び運用研修に係る期間を含む。なお、第４回定例会（１２月）

から稼働できるようにすること。 

 

１－１－５ 工事の適用範囲等 

     本業務は、契約書によるもののほか、本仕様書により行うものとし、受注者は、次の

事項に留意して本工事に履行すること。 

    （１）定められた期間内に本業務を完了するため、作業の円滑化に努めること。 

（２）本業務の実施に当たり、契約図書及び北杜市の指示等に従い、本業務の意図、目

的を十分理解したうえで最高の技術を発揮するよう努めること。 

（３）本業務の履行に際しては、安全確保、災害・公害防止、盗難防止等業務の管理に

万全を期すとともに、データの漏えい、滅失等の予防に十分留意し、業務の信頼性、

安全性の確保に努めること。 

（４）引渡しを要さない発生材、不用となる機器等は、関係法令に従い受託者の責任に

おいて処分すること。 

（５）本業務に伴い知り得た秘密について、他に漏らさないこと。 

 

１－１－６ 施工計画 

     本工事の施工に先立ち、本工事の目的・趣旨を把握したうえで、本仕様書に示す業    

務内容を確認し、諸手続き届及び業務計画書を作成し、発注者が指定する監督員に提出

し、承認を得ること。施工計画書には、スケジュール、作業体制、対応窓口、システム

構築内容、セットアップ方法、運用方法、自主検査方法についても記載を行うこと。 

 

１－１－７ 工事の場所 

     北杜市須玉町大豆生田９６１番地１ 北杜市役所本庁舎（本会議場） 
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１－１－８ 関係法令等 

     受注者は、工事の実施にあたり、最適な理論、技術を発揮するとともに、契約書、仕

様書、関係する法令及び通知等に準拠して施工すること。 

 

１－１－９ 主任技術者 

     本工事には、主任技術者を配置すること。主任技術者は、次の各項のいずれかに該当

するものとする。 

（１） 技術士（技術士法による第二次試験のうち技術部門を電気・電子部門とするもの 

に合格した者） 

    （２）電気工学又は電気通信工学に関する学科を卒業した者で、高等学校（旧実業学校 

を含む。）は５年以上、大学（旧大学を含む。）若しくは高等専門学校（旧専門学校 

を含む。）は３年以上の電気通信工事の実務経験を有するもの。 

    （３）１０年以上の電気通信工事の実務経験を有するもの。 

    （４）監理技術者（電気通信）の資格を有するもの。 

 

１－１－10 工事の内容 

     本工事の内容は次のとおりとし、ソフトウェア及びハードウェアの導入、設定、調整、

試験、運用フォロー及びサポート等の全般とする。また、工事の施工に伴う関係機関等

への連絡、打合せを含むものとする。 

     システムの詳細は、「２－２ 機器仕様」に基づくものとする。 

    （１）議場のカメラ、音響システム機器の導入及び設定 

    （２）その他発注者から依頼のあった関連業務 

 

１－１－11 提出書類 

     受注者は、本業務に必要な発注者が定める書類を提出すること。なお、承諾された事

項を変更しようとする場合は、その都度、発注者の承諾を受けること。記載方法の詳細

や提出部数については、別途協議する。 

   完成図書は次のとおりとする。また、着手後に貸与する既存図書の修正も本業務に含

むものとする。完成図書は、全て日本語で作成すること。なお、完成図書は、発注者の

指定したファイル様式で作成した電子媒体（ＣＤ－Ｒ）に記録したものを納入すること。 

 

完成図書 

（１）業務計画書 

①事業実施体制 

      ②導入スケジュール等 

    （２）業務報告書 

      ①操作運用マニュアル（操作説明書） 

      ②構築したシステムの説明書 

      ③導入品仕様一覧（機器承諾図等） 
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      ④議会システム構成図 

      ⑤ラックマウント図 

      ⑥試験結果報告書 

      ⑦打合せにて使用した資料 

    （３）その他発注者より指示のあったもの 

 

１－１－12 進捗管理 

     受注者は、随時、発注者に対し作業の進捗状況を報告すること。報告に際しては、原

則として関係者を招集しての工程会議等を開催し、その議事録・工程表等をもって進捗

報告とする。 

 

１－１－13 資料の貸与 

     本業務の遂行上、調査すべき事項は、受注者が行うものとするが、発注者が所有し、

工事の施工に利用できる資料は貸与する。この場合、受注者は、借用リストを発注者に

提出し、工事完成後、速やかに返却すること。資料等の複写や目的外での使用はしない

こと。 

 

１－１－14 仕様変更等の扱い 

     仕様書に記載された内容に変更が必要となった場合は、事前に変更理由書を用意し、

発注者と協議の上、行うものとする。 

 

１－１－15 仕様上の疑義 

     本仕様書記載事項に疑義が生じた場合、発注者と受注者とが協議の上決定する。 

 

１－１－16 現地調査 

     議場等について、現地調査をしたい場合は、「１－１－３」担当部局へ連絡のこと。 

     また、本工事の施工にあたり、既存システムの完成図書及び庁舎平面図等の確認が必

要な場合には、帳票閲覧依頼書により、無償で閲覧できるものとする。 

     ただし、議会の開会状況等により、希望する日程に対応ができない場合がある。 

 

 

１－２ 更新工事 

仕様書に基づいた更新工事を行うこと。ただし、仕様書に記載なき事項で疑義が生じたも

のについては、発注者及び監督員の指示に従い、工期内に工事を完成するものとする。 

 

１－２－１ 共通事項 

（１）工事の実施にあたっては、関係法令基準を厳守すること。 

（２）仕様書に記載がない場合でも、議会システムを稼動させる上で必要となる配線設

備、電源設備（ＯＡタップを含む。）等については、受注者の責任において対応する
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こと。 

（３）各機器等搬入にあたっては、既存施設部分、工事目的物の施工済み部分等につい

て、損傷しないよう適切な養生を行うこととし、損害を与えた場合は、受注者の責

任において修復を行うこと。 

 

１－２－２ 材料 

     配線材等は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修電気設備工事共通仕様書（最新版）   

にあるＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭの基準に該当するものはその適合品とし、それ以外のも

のは国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建設材料、設備機材等品質性能評価事業設備

機材等評価名簿（最新版）による。 

 

１－２－３ 機器入替・新規設置 

     機器設置にあたっては、次の事項に留意すること。 

（１）機器承認順により事前に承認を受けた機器、材料を使用すること。 

 

（２）導入するカメラ・音響・ラック、その他発注者が指示する機器については、別途 

指示する識別番号などを記載した経年変化しないシール等を添付すること。また、

これらの機器に関する情報を発注者の指示する項目（設置場所、識別番号、製品型

名及び番号等）、様式に従って提出すること。 

 

（３）機器設置場所については、図面で確認するとともに、施工前に各施設の担当者に

再確認すること。変更要望が出た場合は、発注者及び工事監理責任者に報告し、そ

の指示に従うこと。 

 

（４）導入した機器については、転倒防止、落下防止処置すること。 

 

（５）新設機器のケーブルは、受注者が用意し、接続までを行うこと。ケーブルについ

ては、発注者及び工事監理責任者が指定した色を使用すること。また、敷設するケ

ーブルの両端及びフロア貫通部分等には経年変化のしにくいタグをつけ、接続関係

を明示すること。 

 

（６）機器設置に伴い、既設機器等の移動・調整が発生する場合は、受注者の責任にお

いて対応及びケーブル処理を行うこと。 

 

（７）機器設置、接続終了後は、各機器が仕様書記載の機能を満足するよう調整し、問

題がないことを確認すること。完成検査受験前には自主検査を実施すること。 

 

１－２－４ 施工中の安全管理 

     受注者は、工事の施工にあたって災害、公害及び、危険防止のため、建築基準法、   
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労働安全衛生法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法その他関連法

令等に従い、必要な対策を講じて工事を進捗させること。 

 

１－２－５ 災害防止等 

    （１）作業の安全対策については、常に作業の安全に留意し、現場管理を十分に行い、

災害防止に努めなければならない。 

    （２）工事現場における資材等の整理整頓、清掃等を行い、更に火災、盗難予防など工

事現場の管理に万全を期すこと。 

 

１－２－６ ソフトウェア 

（１）ソフトウェアは、仕様書記載の機能を満たすこと。また、開発ソフトを導入する 

場合は、事前に画面展開、操作方法等を発注者に提示し、承諾を得ること。 

（２）ＯＳ（オペレーティングソフト）及びアプリケーションソフトは、動作保証がと 

られている最新のものを基本とする。 

（３）議会システム構築終了後は、十分な調整、確認を行うこと。また、ソフトウェア 

の瑕疵（バグ）は完全に除去すること。 

 

１－２－７ 総合検査 

     引き渡し前までに構築した議会システムの動作確認を行うこと。事前に試験成績表等

を作成し、発注者に提示し承認を受けること。また、総合検査実施時には原則として担

当職員立ち合いの上、正常稼働確認を受理すること。 

 

１－２－８ 取扱説明 

受注者は、引渡時に担当者等に対して十分な取扱説明を行うこと。方法及び回数につ

いては、協議の上決定する。また、本業務において導入したソフトウェアについては、

電子化を含め発注者が別に指示する様式、部数により、仕様及び操作法等が日本語で記

載されたマニュアル等を提出するものとする。取扱説明実施後も電話等による取扱の相

談に対し、対応できる環境を用意すること。 

 

１－２－９ 引渡し 

受注者が工事を完成したときは、完成届を提出し、発注者が完成検査を行う。検査の

結果、適正と認められた場合には、完成検査結果通知書を受注者に通知する。受注者は、

これを受けて目的物引渡届を提出することにより、工事の完成及び引渡しとする。 

 

１－２－10 保証 

引渡後、引渡日から起算して１年以内に生じた不具合、調整不良及び故障等で、受注

者の責任とみなされるものについては、受注者が速やかに修正、又は設定変更等を行う

ものとする。その費用は、受注者の負担とする。ただし、受注者の責任以外とみなされ

た場合は、発注者と協議の上対応を決めるものとする。 
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１－２－11 発生材及び廃材の処理・不要機器の廃棄 

本工事において、引渡しを要しない発生材、廃材等の処理は受注者の責任において関

係法令に従い行うこと。また、不要となる既存の機器が発生した場合は、撤去及び廃棄

を行うこと。ただし、発生材内の使用可能な機器又は発注者の指示した機器類は、再使

用可能な方法で取り外し、発注者の指示する方法、場所において保管すること。 

 

 

１－３ 特記事項 

 

１－３－１ システム停止等について 

本業務を円滑に実施するため、発注者と十分な連絡調整を行うとともに、機器導入更

新時には通常業務及び議会運営の妨げとならないよう十分配慮すること。 

また、本業務遂行によるシステム停止等により業務に影響が出る場合は、発注者と事

前に協議を行い、その影響が最小限となるように努めること。 

更新工事後の議会開会中の１年間は、不測の事態に備え、迅速に対応できる体制を整

えること。 

 

１－３－２ セキュリティに関する事項 

本業務の実施にあたっては、北杜市のセキュリティポリシーを十分に理解し、業務を

遂行すること。また既設機器の設定変更を行う場合は、機器保守業者と十分な協議の上

実施すること。 

 

１－３－３ 既設機器の設定変更及び報告 

     作業にあたり既設機器の設定変更を行う場合は、事前に発注者と協議を行い作業後、

管理している機器管理表及び、必要書類をまとめて担当者に提出すること。また、既設

機器との接続は、発注者の了承を得た上で行うこと。 

 

 

２ 工事仕様 

 

２－１ 工事内容 

   市役所本庁舎１階の本会議場内に、カメラ、マイク、各種コントローラ、テロップ挿

入、映像データの記録等を行うための機器を導入し、議会システムを新たに構築する。 

また、既設機器の状態を確認のうえ、流用可能なものについては既存の機器等を利用

することも可能とする。既存の庁舎内テレビ共聴設備を利用して、本庁内のテレビにお

いても議会システムの視聴を可能とする。 

なお、将来的にＷＥＢ会議システムの導入が可能となる機能を有するシステムを提案

すること。 
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２－２ 機器仕様 

 

２－２－１ カメラ部 

（１）議場設置カメラ部 

議場の既設３台を次の仕様に更新する。 

① 天井又は通常取り付け両用（上下反転機能内容）であること。 

② カメラのプリセット数は２５６か所、またはソフトウェアにより１００以上 

設定定可能であること。 

③ 光学２０倍以上のズーム機能を有すること。 

④ フルハイビジョン信号（１９２０×１０８０／５９．９４ｐ、５９．９４ｉ、 

５０ｐ、２９．９７ｐ、２５ｐ、２３．９８ｐ）に対応すること。 

⑤ パン±１７０°、チルト＋９０°からー２０°の広範囲で撮影が可能なこと。 

更にワイド時の水平画角は７０°であること。 

⑥ フルタイムオートフォーカスであること。 

⑦ 最低被写体照度 １．６ｌｕｘ（カラー画像、通常シャッタースピード、５０ 

ＩＲＥ）以下であること。 

⑧ 映像出力は３Ｇ－ＳＤＩ信号を出力可能であること。また、ＬＡＮケーブル 

によりカメラ制御が可能であること。 

⑨ 電源はＤＣ１２Ⅴ又はＰоＥ＋、重量２kg以下であること。 

 

（２） カメラ、マイク及びテロップ制御部 

カメラ、マイク及びテロップ制御部の仕様は次のとおりとする。 

    ① 液晶タッチパネル方式によりカメラ、マイク及びテロップの一連の操作が可 

     能であること。 

     ② カメラ位置は予めプリセット可能でタッチパネル操作により制御可能である 

      こと。 

     ③ タッチパネルには議長席、演壇、議員席、執行部席など議場のレイアウト表 

      示がなされ、ワンタッチ操作によりカメラ操作が可能であること。また、タッ 

      チパネルからパン、チルト、ズームの手動操作も可能であること。 

     ④ 液晶タッチパネルにはそれぞれのカメラ映像と送出しているカメラ映像が分 

      割して同時に表示が可能であること。また、オンエアされていないカメラも事 

前にパン、チルト、ズーム操作がタッチパネル上で可能であること。 

     ⑤ テロップ機能は議員名、執行部職員名、会派名、質問内容、運用アナウンス 

      文章等を事前に登録することができ、それらを液晶タッチパネルによる簡単な 

操作により表示が可能であること。また、画面上のソフトキーボードにより配 

信中に任意の文章を表示することができること。 

     ⑥ タッチパネルにはテロップ表示ボタンを有すること。 

     ⑦ 開閉会時のブザー音を鳴らす機能を有すること。タッチパネルよりブザー鳴 
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動操作が可能であること。 

⑧ テロップとして表示させる文章が長い場合には左右スクロール表示が出来る 

  こと。また、上部に定例会名の固定表示、下部に議員名、執行部名などの表示 

が可能であること。 

⑨ 休憩中においてその旨のテロップと休憩用コンテンツが流れるようボタンを 

つくること。 

⑩ 制御用のハードウェアは、突然の供給電源断が発生した場合でも画面情報等 

の破損が発生しない、ディスクレス機能を有すること。 

⑪ 制御用のハードウェアのＯＳは次の要件を満たすこと。 

ア システムの安定動作のため、ソフトウェアのフリーズが少なく、ウイルス 

に感染しない対策がとられていること。 

イ システムの長期間の安定運用のため、汎用ＯＳではなく、サポート期間の 

終了等の影響を受けにくい専用ＯＳ（リナックス）であること。 

⑫ カメラが切り替わる際は滑らかな映像で切り替えること。また各々のカメラ 

  において、カメラが元の画角から別の画角への遷移していく映像を表示しない 

ように、遷移が終了した後にカメラの切り替えが可能な制御を行うこと。 

また、カメラが切り替わる際にはスムーズに切り替わるよう制御すること。 

   ただし、実際の運用後に変更することがあるため、その場合には直ちに切り 

  替えられる対応が可能であること。 

⑬ 議会中継に関する機器の電源の制御はタッチパネルから可能であること。 

⑭ 起動時に議会若しくは委員会の各種設定パターン（カメラ、マイク、テロッ 

プ等）を選択できること。 

⑮ タッチパネル操作画面及びテロップ表示サンプルは、「３ 添付資料」を参照 

すること。 

⑯ 議場内に２１．５インチのタッチパネルを２台、機械室に場内確認用モニタ 

 ーを１台設置すること。 

⑰ 議場内及び機械室のタッチパネルには、「操作モード切替機能」が搭載され、 

モードの選択後、タッチパネルに表示された議席ボタン操作により、次の動作 

に切り替えて実行できること。 

＜マイク操作モード＞ 

 議席ボタンのタッチで、該当する席のマイクのオン・オフができること。 

＜カメラ・テロップ操作モード＞ 

 議席ボタンのタッチで、該当する席にプリセットされたカメラが向き、対応 

するテロップが表示されること。 

＜全連動モード＞ 

 議席ボタンのタッチで、該当する席のマイクのオン・オフ、カメラのプリセ 

ット移動とテロップ表示が連動し、１人でのオペレーションが可能となるこ 

と。 
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２－２－２ マイク部 

マイク部の仕様は次のとおりとする。 

① マイク本体（６２本）に関しては赤外線方式のワイヤレスマイクに更新する。 

② マイクランプのオン・オフ制御が可能であること。 

③ 既存の赤外線ワイヤレスマイク（執行部席側に５から８台を想定）を議会シス

テムで使用できるようにすること。 

④ マイクユニットに採決ボタンを有すること。 

⑤ 音声レベルの調整が容易に出来ること。 

⑥ 各席のマイク音量設定が質問席及び演壇に自動的に反映されること。 

 

２－２－３ 周辺機器部 

周辺機器部の仕様は次のとおりとする。 

① 機器は別室に設置されている既設ラックを更新し、設置すること。ラック実装 

機器一覧は、「３ 添付資料」を参照すること。 

② ライブ中継用の録画装置が実装されていること。また、タッチパネルにより制 

      御が可能であること。 

③ ライブ中継収録用に映像確認が出来るモニターとして、１３．３型相当の液晶 

 モニターを用意すること。 

④ ブルーレイレコーダーを用意し、議会中継の録画が可能であること。その制 

御はタッチパネルから可能であること。 

⑤ 議会休憩時に休憩用コンテンツが流れる機能を有すること。また、切り替え 

 の操作は、タッチパネルから可能であること。なお、コンテンツ用のデータは 

発注者が提供すること。 

⑥ オーディオレコーダーにて議会の録音ができること。また、書記席でも録音 

装置を使用できるよう、接続用コンセント（ステレオミニジャックを想定）を 

設置すること。 

⑦ 議員、執行部、傍聴者席から見える位置に、議場用モニターとして、６５型相 

当の液晶ディスプレイを３台設置すること。議場用モニターは画面の表示角度 

等を考慮し、場内のどの場所からでも支障なく見えるように調整すること。 

⑧ 議場内設置モニターには、オンエア映像、発言残時間、出席議員数、採決結果 

 を同時に表示することができること。また、議会の要望に応じて、表示内容を 

 カスタマイズできること。 

⑨ 議場内スピーカーは新たにラインアレイスピーカー(２本)を設置すること。 

また、スピーカーに適合するアンプを選定し、合わせて設置すること。 

⑩ 傍聴席のスピーカーは、天井埋込型スピーカー（４本）を更新すること。また、 

スピーカーに適合するアンプを選定し、合わせて設置すること。 

⑪ 議会システムの操作に連動して議場入口の会議表示灯（２箇所）が点灯できる 

ようにすること。また、表示灯を１箇所追加すること。 
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⑫ 議場棟内で職員が議会音声を聞けるよう、ワイヤレス音声受信機（２台）を用 

意すること。 

⑬ 北杜市ケーブルテレビに対して映像・音声（ＸＤ－ＣＡＭ対応）を提供し、本 

会議場のテレビ中継ができるようにすること。 

⑭ 落雷等による停電時への対応として、無停電電源装置を設置し、システム制御 

機への瞬停対策（１０分程度）及び逆流（サージ）対策を講じること。 

 

２－３ 総合テスト等 

（１） 導入機器の設置、カメラ・音響機器設置工事及び既設機器の最終的な接続が終了 

した後に総合テストを行うこと。総合テストの実施にあたっては、発注者と協議を 

行い、第４回定例会（１２月）前に実施すること。 

 

（２） また、第４回定例会（１２月）前には、最終的なリハーサル（総合テストと兼ね 

ることも可とする。）を行うとともに、職員への操作研修を実施すること。 

 

２－４ 議会への立ち合い 

本工事において導入する議会システムは、第４回定例会（１２月）（令和７年１２月初 

旬開催）において初稼働する。そのため、第４回定例会（１２月）の初日は、システム 

の操作に精通した者が立ち合いを行い、不測の事態に備える体制を整えること。 

 

３ 添付資料 

 

  １．タッチパネル操作参考画面 

  ２．テロップ表示サンプル画面 

  ３．議場モニター表示サンプル画面 

  ４．ラック実装機器一覧 

  ５．議会システム概略構成図 
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１．タッチパネル参考画面（メイン画面） 

 

 

  ※上記はサンプル画面であり、打合せにより変更も可能とする。 

 

 

２．テロップ表示サンプル画面 

 

【開会前の表示】 

 

 

 

  ※予め決まっているテロップについては全て登録でき、ボタン操作にて表示可能とす 

る。 
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【質問内容の場合】 

 

 

 

※議員名及び所属会派、選挙区表示が      ※質問内容が表示可能。文字数が多い 

 可能であること。               場合は自動でスクロールすること。 

 

【休憩中の場合】 

 

 

 

※休憩中のボタン操作によりテンプレート    ※映像ソースは議場のカメラではなく、 

が表示され、〇に相当する時間は任意で     なく、受託者が用意するコンテンツ 

入力可能とする。               に自動で切り替わること。 

 

３．議場モニター表示サンプル画面 
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４．ラック実装機器一覧 

 

４－１ 議会中継システムラック 

   １． マルチビューワー 

   ２． 休憩用映像表示機器 

   ３． ＨＤビデオスイッチャー 

   ４． テロップインターフェース 

   ５． ＳＤＩ分配器 

   ６． ＯＦＤＭ変調器 

   ７． ブルーレイレコーダー 

   ８． 映像表示確認用ディスプレイ 

   ９． 場内表示用インターフェース 

  １０． 開会表示灯インターフェース 

  １１． 残時間表示インターフェース 

  １２． マイクセンター装置 

  １３． 赤外線マイクセンター装置 

  １４． オーディオレコーダー（現用・予備） 

  １５． スピーカーアンプ 

   １６． システムコントローラー 

  １７.  レイヤ２スイッチ 

  １８． 電源制御器 

  １９． 無停電電源装置 

 

 

 

 

 

 

 

  

  




